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S2 群（ナノ・量子・バイオ） 

2 編 ナノエレクトロニクス 
Nanoelectronics 

（執筆者：横山直樹）[2010 年 6 月 受領] 

■概要■ 

 本編では，従来のエレクトロニクスにナノテクノロジー・材料技術を融合させ，新たな付

加価値をもたせたエレクトロニクスをナノエレクトロニクスと呼んでいる．CMOS の微細化

をナノ領域まで推し進め高速化と大規模化を果たす技術，ナノ領域で発現する新たな物理現

象を利用して低消費電力化や高機能化を図る技術，ナノの精度で新しい材料を創製し，従来

のエレクトロニクスでは果たせない低消費電力性能やフレキシブル性能を引き出す技術，な

どが記述されている．さらには，光技術，バイオ，MEMS 技術など，他の技術との融合によ

るナノエレクトロニクスの新展開についても記述されている． 
 これらナノエレクトロニクスが，環境に優しく，そして人間にも優しいユビキタス社会を

構築するための IT 基盤技術となるとともに，新しい IT 機器を創出し，日本の経済活性化を

果たす基幹技術になることが期待される． 
 
【本編の構成】 

 本編では，シリコンナノエレクトロニクス（1 章），化合物半導体ナノエレクトロニクス（2
章），カーボンナノエレクトロニクス（3 章），有機ナノエレクトロニクス（4 章），スピント

ロニクス（5 章），超伝導ナノエレクトロニクス（6 章），新材料ナノエレクトロニクス（7 章），

について，それぞれ特有の材料・デバイス技術とその応用について述べ，さらには，ナノエ

レクトロニクスの新展開（8 章）について議論する． 
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